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概要  

ここに概要を、200～300字程度で記述する。この文書は、第4回日本TRIZシンポジウム (2008年 9月10日～12日、ラフォーレ琵琶湖) での発表論文のための論文概要の書式を示したものであり、著者が論文概要 (および後に論文) を執筆する際のテンプレートとすることを意図したものである。この書式は二つの段階で使う。(1) 発表を申し込むとき: 著者はこの書式に論文の概要と説明 (合計1枚) を記入して、発表申込みを行う。この書式をシンポジウムのプログラム委員会でレビューし、採用された場合には、本書式の上半分 (概要まで) を事前プログラムの概要集に掲載・公表し、シンポジウムの参加者募集に使う。(2) 発表の最終原稿を提出するとき:  著者はこの論文概要の書式を、スライド原稿や論文原稿などの所定の書式とともに、提出する。この書式の全体を『シンポジウム概要集』として印刷し、当日参加者に配布するとともに、Webサイトで公表する。本書式をテンプレートとして使用すると、これらの論文概要をスムーズに作成することができる。
内容説明

以下には、この1ページ以内のスペースで、この論文の内容についてさらに具体的に説明する。記述形式は、招待によるもの、オーラルの一般発表、ボスター発表などについてすべて同じである。

段階(1) (発表申込み時) においては、プログラム委員会がこの部分も読んで内容をより正しく理解し、シンポジウムのプログラム全体を構成し、決定するのに使う。事前に公表するシンポジウムプログラム (とその概要集) には、この内容説明部分は記載しない。

段階(2) (最終原稿提出時) においては、提出されたこの文書の全体を『Proceedings 概要版』に掲載する。この印刷物を当日のシンポジウム参加者に配布し、またWebサイトに公表する。

この書式全体はA4版である。印刷時には等倍で印刷される。マージンは、上22mm、下18 mm、左 18 mm、右 18 mm に取っている。表題、著者、概要の部分だけは1段組とし、以降内容説明部分は2段組 (中間空白欄約10 mm) とする。行数46行、文字間隔は標準とする。これらの基本的な形式は、(随意提出の) 最終論文原稿の書式 (書式 F)と (記述ページ数が違うだけで) 同じである。  

見出しは、最終論文原稿では階層的な番号体系 (1、1.1、1.1.1など) を使うが、概要においては、実質的に考えて小見出しをつければよい。Word での書式指定名は「TRIZシンポ-見出し2」などの名称のものを使う。見出し部分の書式は、MS ゴシックの太字/細字を基本にしている。

本文テキストおよび箇条書きのテキストは、つぎの2種の書式指定を使う。

· TRIZシンポ-標準:  MS明朝、10ポ、先頭行ぶら下げ。

· TRIZシンポ-箇条書き1: MS明朝、10ポ

この内容説明に、必要に応じて図や表を入れてもよい。例として、シンポジウムのシンボルマークを下に示す。
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図のキャプション、表の題名などの書式指定も用意してあるので使える。ただし、スペースが限られているので、この概要ではキャプションや表の題名を省略してもよい。また、必要に応じて、図や表を2段抜きにしてもよいし、テキストを横にまわり込ませてもよい。

見出しやテキストの段落の間に、空白行をいれてもよいし、入れなくてもよい。できるだけ分かりやすく、かつ実質的に配慮されたい。

 本書式は、発表の概要を示すものであり、この1頁だけに納めること。

なお、英文概要 (書式C) も、必ず提出されたい。

